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　　3．　LPS刺激によるマクロファージからのNO産生
　　　　へのスカベンジャーレセプターの関与
（東京薬大・第一薬剤）　　松野　了三　新槙　幸彦
　　　　　　　　　　　　有馬　英俊　土屋　晴嗣
【目的】これまで我々はLPS刺激によるMφからのNO産
生を負電荷リボソームが抑制することを報告した．負
電荷リボソームはスカベンジャーレセプター（SR）を介
して効率よくMφに取り込まれることが報告されてい
る．本研究ではMφSRに対する1igandsのNO産生への影
響を検討し，LPS刺激によるMφからのNO産生における
SRの関与を明らかにすることを試みた．
【方法】マウス腹腔MφをSRに対する種々のligandsで
処理後，LPSで刺激した．　NO産生は培養上清中のNOゼ
をGriess法で測定し，　iNOSおよびチロシンリン酸化
タンパクの検出はWestern　blot法で行った．
【結果・考察】LPS刺激によるMφからのNO産生および
iNOS誘導は負電荷リボソーム，酸化LDL，マレイル化
BSAなどの前処理により抑制された．これらの1igands
はCD36やmacrosialinといったSRに親和性を有するこ
とから，これらSRへの1igandsの結合はLPS刺激による
MφからのNO産生を抑制するものと考えられた．
　5．　　口腔扁平苔癬患者における金属アレ
　　　　　ル下口との関連性についての検討
（口腔外科学）　納富武則、金子忠良、内田智、
　　　　　　　　伊藤瑞枝、千葉博茂
　扁平苔癬iは皮膚及び粘膜に発症する難治性の慢
性炎症性疾患であるがその病態については明らか
でない点も多く原因も不明で、細菌、ウイルス、
アレルギー、薬剤、遺伝、精神的素因などの諸因
子が報告されている。今回、1993年1月から1995
年12月までに、東京医科大学口腔外科を受診し、
臨床的に口腔粘膜扁平苔癬と診断された99症例に
ついて統計的検討を行い、特に歯科用金属アレル
ギーとの関連性を検討したので、その概要を報告
する。口腔扁平苔癬の年齢分布は18歳から84歳ま
でで平均年齢57．0歳、男女比は1：L6で女性に多
く認められた。発症部位は頬粘膜が最も多く、次
いで歯肉、口唇、舌の順であった。金属Patch
Testを施行した24症例中16症例に陽性反応が認め
られ、Coが最も多く次いでZn，Niの順であった。
陽性例では口腔内金属修復物の除去によりその38
％の症例で症状の軽快が認められた。
　　4．　　ヒトグリオーマ細胞株におけるグルタミン酸の
　　　　　影響とapoptosisの誘導
（東京医大脳外科）　　西　達郎，高橋　恵，伊東　洋
目的：当施設で樹立したヒトグリオーマ細胞株を用いてGlu
の影響を検討し，誘導された細胞死について考察した。
方法：樹立したgliolna細胞株（GB－4，　GB－12）に対する
Gluの細胞増殖抑制は3H－thymidineの取り込みにて判定し，
細胞周期はPl　staining後flowcytometerを用いて検討した。
細胞形態の変化をHE染色，　TUNEL法，電子顕微鏡にて検討
した。また，DNA　fragmentationの有無を確認した。
結果：2三共にGlu　100mM存在下に48時間培養すると形態
学的に細胞の縮小，核の凝縮等認めた。TUNEL法で陽性細胞
を認あた。また，対照に比し70～80コ口3H－thymidineの
取り込み抑制を認あ，flowcytometerではGlu濃度依存性に
Proliferating　Indexの減少を認めた。　DNA　fragmentation
では明らかなladder現象は認めなかった。
結論ニヒトグリオーマ細胞株ではGlu濃度依存性に増殖抑制
が認められ，その細胞死は形態的にapoptosisに一致したもの
であった。
　6．　アレルギー性肉芽腫性血管炎及び慢性好酸球
　　　　性肺炎のBALF中りンパ球分画の検：討
（内科第一講座）○國澤　晃，楠本　洋，黄川田雅之，
　　　　　　　　栗山　謙，米丸　亮，中野　優，
　　　　　　　　市瀬裕一，外山三助
［目的］BALF中好酸球の増加する2疾患群におけるflow
cytometryを用いたりンパ球の解析を目的とした。
［対象と方法］対象はBALを施行したAGA例3名，　CEP例5
名，健常例6名である。BALF中の総細胞数，細胞分画及
びflow　cytometryのtwo℃010r法（抗CD4，　CD8，　CD29，
S6F1抗体を使用）で測定したリンパ球を2疾患例，健常
例の3群問で比較した。
［結果と考案］リンパ球サブセットにおいてCD4＋CD29＋
細胞について，AGAで20．1±8．34×103／me，　CEPで24．9±
10．3×103／meであり，健常例の3．65±0．49×103／meに比
べ共に有意 増加していた（P〈0．05）。CD8＋S6F1＋細胞
については，AGAで13．6±6．1×103／meであり，CEP3．32
±0．69×103／meおよび健常例0．64±0．10×103／meに比べ
有意に増加していた（P＜0．05）。近年気管支喘息の好
酸球性炎症の中心的役割をリンパ球が果たしていること
が指摘されている。AGAとCEPは共にBALF中好酸球分画の
増加が特徴的で気道末梢で好酸球性炎症が認められるが，
そのBALF中りンパ球サブセットの様相は異なる。
（2）
